
－オフィスを移転した理由・課題は？
業績の拡大とメンバー数の増加に伴い、働き
やすさを追求できるオフィスに拡張することが
主な目的でした。ただ、今回の移転は急激
な人員増にスピード感をもって対応する必要
がありました。そして、入居ビルのグレードや
品質、交通利便性等が移転前と比較して同
水準以上であることが不可欠だと考えていま
した。これらの諸条件に合致し、ワンフロア
500坪を確保できる物件をいかに早く見つけ出
すかが、今回の移転プロジェクトの課題とな
りました。

我々は新規事業サポートやスタートアップ支
援に強みを持つ法律事務所であり、リーガル
テックを用いた革新的なサービスを提供して
います。創業から、数回のオフィス移転を行っ
ておりますが、スタートアップ支援に力を入れ

ている豊洲エリアは、成長を続ける街の印象
がZeLoのカルチャーに合っていると考え、前
オフィスは『豊洲フロント』に構えました。今
回の移転にあたり、当初は他エリアも候補に
挙がっていましたが、街全体とZeLo のカル
チャーマッチと早期の移転完了を両立できる

「豊洲フォレシア」へ移転することにしました。
「豊洲フロント」と同等以上の品質を持ち、

前オフィスの良い部分を引き継ぎながらアップ
デートしたオフィス像を思い描くことができた
ことも大きな要因です。

これまで5回オフィスを移転しましたが、実は
今回の移転プロジェクトが最もスムーズに進め
ることができたと感じています。これまでは、
私や所属弁護士が通常業務と並行しながらオ
フィス移転の責任者を兼務することが多く、社
内全体に移転ノウハウを伝えていくところまで
なかなか手が回りませんでした。その結果、オー
ナーとの交渉がうまくいかない、移転初日にイ
ンターネットが繋がらない等の不具合が生じる
こともありました。しかし、今回はオフィス移
転に精通した総務担当が責任者を務め、JLL
と連携して大きな問題もなくプロジェクトを遂
行してくれたことに大変感謝しています。

JLLの支援内容
オフィスの移転に伴う物件選定・
オフィス仲介
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急激な人員増に対応するべく
1年半で再度オフィスを拡張移転
仲間と切磋琢磨できるオフィスを構築

① 業績拡大に伴う人員増に対応できる 
床面積の確保

② コミュニケーションを意識した 
ワンフロアへの集約

③ 将来的なオフィスの拡張余地
④ 移転作業の早期完了

要 望

人材採用戦略に合致した面積の確保、快適性・
コミュニケーション活性化を意図したワンフロア、
早期移転等、クライアントの要望に見合った移
転候補物件を選定した。また、オーナーとの
意見調整をサポートし、移転期間の短縮を実現
した。

具体的な効果

法律事務所ZeLo・
外国法共同事業
オフィス移転事例
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●所在地： 
東京都江東区豊洲3-2-24 豊洲フォレシア
10階

●事業内容： 
スタートアップ/ベンチャー法務、M&Aや
訴訟/紛争解決等の企業法務全般

●従業員数：95名（2023年7月時点）

法律事務所ZeLo・
外国法共同事業 
代表弁護士

小笠原 匡隆 氏
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－新オフィスの特長は？
ZeLo にとってオフィスはカルチャーの土台で
あり、大事な基盤だと考えています。創業7
年目の若い組織であり、メンバーの平均年齢
も30代前半。組織としての成長だけでなく、
個人としても成長してほしいという強い想い
があります。仲間たちと切磋琢磨できる環境
から生じる刺激が個人の成長には必要不可欠
だと考えています。

新オフィスでは、こうした考えを踏襲しながら、
さらなるアップデートを目指しました。組織・

個人の成長を促す観点から、よりフラットにコ
ミュニケーションが生まれる執務環境を目指
しています。例えば、弁護士の執務スペース
がその象徴といえるでしょう。前オフィスでは
対面型に配置していた座席を、複数人で本棚
を囲うレイアウトにしました。法律事務所では
非常に珍しいレイアウトで、パーティションで
仕切られた執務スペース、広いゆとりのある
デスク環境、複数人で本棚をコの字型に囲う
レイアウト等、集中力を維持するプライベート
性を確保しつつコミュニケーション促進を両立
するよう設計しました。

また、業務上必要なライブラリーをさらに拡
大しました。前オフィスのライブラリーは4倍
に拡大しましたが、今回は面積ベースでさら
に約3倍に。そしてバーコードを読み込むだ
けで蔵書を借りることができるように、図書シ
ステムを抜本的にアップデートしました。また、
オフィスの空きスペースには筋トレマシンやAI
マッサージチェアを置いています。

－ JLL の役割は？
JLL は我々の状況や要望に最も合致した物件
情報をいち早く提供してくれました。今回の移
転コンセプトである「オフィスをアップデート
しながらスピーディーに床を拡張する」という
我々の要望に柔軟に対応いただけました。ま
た、我々がビルオーナーと条件交渉するにあ
たり、粘り強くあきらめずに支援してくれました。

－今後のオフィス戦略は？
新オフィスのしつらえ、コンセプトには満足し
ていますが、より所内・所外限らず多様な関
係者と自然な形でコミュニケーションが生ま
れる仕掛けづくりを行っていきたいと考えてい
ます。次のオフィス移転する際にはチャレンジ
していきたいと思います。
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